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GDSクラブ

2016年1月16.17日　2月20.21日　3月19.20日　4月16.17日　5月21.22日　6月4.5日全

10 ,800  円
18,000  円

G D S ク ラ ブ 会 員

一 般 （ 非 会 員 ）
岩瀬歯科商会 上野支店 3F 研修室 

東京都台東区台東 2-23-7　

お申込み FAX　03-3526-5556　　株式会社アイ・デンタルインフォメーションまで

(木)12.3
10：00-16：30

昨今、欠損部における機能回復のオプションとして、インプラント治療が選択されることが多くなり、それにともない、インプラント体の形

状、表面性状の改良なども目覚しく進化を遂げている。さらに、インプラント埋入に必要な骨量が不足している症例でも、①骨造成の研究

②マテリアル③テクニックなどの技術進歩の恩恵を受け、インプラント治療の適応が拡大し、従来よりも、より支持骨のサポートを受けた

インプラント埋入が可能となった。それによって、埋入したインプラントの長期予後も期待できるようになったと思われる。

サイナスリフトやGBRが応用されてから20~30年経過しているが、骨造成のためにどのマテリアルを選択するかは、時代や国により多種

多様である。近年、自己血由来のGrowth  fac torsの中で簡便で、より効果的であるCGF(Concent ra ted  Growth  Factors )と
AFG(Auto logous  F ib r inogen  G lue )が注目されている。今回それらを使用し、できるだけ低侵襲で安全な、サイナスアプローチ、
GBRを行った症例を提示し、これらの症例について、皆様とディスカッションできればと思います。

松本歯科大学卒業

大阪府大阪市　ブリエデンタルクリニック開業 

東京都武蔵野市吉祥寺セントラルクリニック勤務

日本顎咬合学会認定医

大阪SJCD所属

OJ正会員

オステムインプラント・コースディレクター

スプラインインプラント・アドバイザー
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CGF・AFGを用いた骨造成のパラダイムシフト
~Easy  and  Sa fe ty  s inus  &  r idge  augmentat ion~

講 師

洪　性文

GDSクラブ非会員の方も
ご参加頂けます。

GDSクラブへのご入会は、
左記ホームページ上よりお手続きが可能です。

GDSクラブ入会について
■GDSセミナー更新情報　
■GDSニュース　　　
■GDS器材検討レポート
■GDSクラブ会員向け資料 　等々をご覧頂けます。

GDSクラブに入会すると・・


